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日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のた
めに、自立開発協力、教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、
国際飢餓対策機構連合（Food for the Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 60 の協力団体
とともに、アジア、アフリカ、中南米の開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応
える働きをしています。
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▪発  行  所　一般財団法人　日本国際飢餓対策機構
 Webサイトアドレス http://www.jifh.org/
 ｅメールアドレス general@jifh.org
 フェイスブック　 https://www.facebook.com/hungerzero   
▪募金方法　※各種方法で随時受付中、詳しくは電話やウエブサイトで
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1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。
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　世界里親会の新しいパンフレッ
トができました！
　世界里親会では、フィリピン、
ケニア、ルワンダ、ボリビアで子
どもたちを支援してくださるチャ
イルド ･ サポーター ( 里親さん ) を
募集しています。

　バングラデシュ、カンボジア、
ウガンダでは継続して支援中です。
　里親となって、貧しさゆえに教
育が受けられない子どもをサポー
トすることを通して、開発途上国
や世界に目を向けることができま
す。また手紙のやり取りによって、
学校で学び、心身ともに成長して
いく子どもの姿に励まされること
でしょう。あなたの里子が地域の
リーダーとして世界を変えていく
可能性を信じて。わたしから始め
る、世界が変わる！ご請求は大阪
事務所世界里親会まで。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

ハンガーゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□ チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□  海外スタッフ・サポーターとして協力します。 
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□  JIFH（日本国際飢餓対策機構）サポーターとし 
 て協力します。
　  毎月（　　）口 （１口 500 円）
□  郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□  その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

氏
フ リ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フ リ ガ ナ

所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

 ▼申込日：　  　年 　月  日▼

▪ クリスマスや新年の贈り物に
フェアトレード・チョコや
ハンガーゼロ・コーヒーなど
をご利用ください !!

　当機構の協力企業キン
グダムビジネスでは、フェ
アトレード（公正な取引）
商品などの販売を通して、
飢餓対策を応援していま

す。年末年始の贈答シーズンにはぜご
利用ください。

★ PeopleTree フェアトレード・チョコ
オレンジ、ヘーゼルナッツ、ホワイトク
リスピー、ミルクほか全６種　各 290 円
★ハンガーゼロ・コーヒー
モカブレンド（原産国　エチオピア、ブ
ラジル、他）　200g 入り、600 円
ココア（同額）もあります。
★ 2013 年 ONE WORLD カレンダー
　国際協力カレンダー「地球家族」
2013 年版のお申し込みを受付ていま
す。壁掛型と卓上型があります。
壁掛型　縦 54㎝×横 36㎝１部 1,050 円
卓上型　縦 12.5㎝×横 16㎝１部  600 円

FAX・072-920-2155

世界里親会
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　「皆さんには、私が経験したことを絶対に経験してほし
くない。それが難民キャンプの生活なのです」
　ルワンダで平和と和解の取り組みをしているNGO、
REACHの代表であるフィルバート・カリサ牧師は、招か
れた小学校の子どもたちに静かに語りかけました。
　日本国際飢餓対策機構が世界食料デーのゲストスピー
カーとしてお招きし、いくつかの公立、私立学校でもお話
ししてもらいました。
　「毎日自分の周りで誰かが死んでいきます。キャンプ内
では子どもは10人生まれても２人しか生き残れません。
あとの８人は５歳になるまでに亡
くなるのです。また２日、３日と
全く食料が届かず、水以外何も口
に入れることができない時が何度もありました。」
  カリサ牧師は、ルワンダの隣国ブルンジの難民キャンプ
で誕生。当時も民族紛争が絶えず、祖父らがルワンダで殺
害されたため、両親はそれぞれがキャンプに避難していた
のです。１８歳までキャンプで暮らした後、国連などの支
援を受けて学び、牧師になりました。ルワンダで大虐殺が
起こった94年はイギリスに留学中でした。翌年、ルワン
ダに戻ったカリサ牧師は全てが荒廃し、破壊された風景
を見て、祖国のために何かをしなければと決意、聖書が教
える赦しと和解の組織「REACH」を設立したのです。
　ルワンダで起こった悲劇は20世紀最悪の虐殺でした。

ルワンダの人々をフツ族とツチ族に自分たちの統治のた
めに意図的に分けていったのは旧宗主国のベルギーでし
た。部族で分けたのではなく、階級で分けていったので
す。すでに多数派のフツが政権を握っていたにも関わら
ず、少数派のツチを完全抹殺するために虐殺が起こりまし
た。人間がここまでどうしてできるかというほどの蛮行が
行われたのです。
　カリサ師は「復讐したい」「大虐殺の時、あなたはここに
いなかったではないか」などと言われ、理解を得るのは困
難そのものでした。それでも「人々が憎しみ合っていては

世代が変わっても同じことが繰
り返される。本当の平和を目指
すためにはルワンダ人同士の許

しと謝罪が必要」と説き続けました。
　難民キャンプで生まれ、飢餓状態の中で人々の死を間
近で見てきたカリサ牧師の原体験が、ルワンダの平和の取
り組みに生きています。日本国際飢餓対策機構は今後も
ハンガーゼロ・アフリカの一つの大きな取り組みとして、
REACHと共にルワンダのみならずその周辺諸国にも平
和の取り組みが広がることを期待しながら、協力を続けて
いきます。
「義の実を結ばせる種は、平和を作る人によって平和のう
　ちに蒔かれます」（聖書）

日本国際飢餓対策機構　常務理事　清家弘久
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飢餓体験から平和への道

虐殺の加害者が被害者のために建てる家の建築現場にて（カリサ牧師提供、2頁にも関連記事）

　お申し込み、お問い合わせは、
㈱キングダムビジネスまで。
　TEL：072（940）6814
　FAX：072（940）6824
　https://www.kbwin-win.org
お早めにお求めください。
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●２０１２年　世界食料デー「一食分募金」へのご協力を感謝いたします。募金は来年 3 月まで受付いたします。

ニジェールはサハラ砂漠の南部に
位置し、近年干ばつによる食糧不
足に悩まされていることから、当
機構からも緊急食糧支援が行われ
ました。
◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦
今回訪問させていただいた農村地
帯では、主食のミレットという穀
類の生産をして人々は暮らしてい
ました。ミレットは雨期に育つの
で、雨が降らないと十分な収穫を
得ることができません。干ばつの
年には、市場での穀類の値段が高
騰し、貧困層の家庭では男性が出
稼ぎに出たり物乞いをしたりして

収入を得ます。その間、村に残さ
れた女性や子どもたちは空腹に耐
えなければなりません。
　痩せた土地でミレットの生産の
みに頼った暮らしは、頻繁に訪れ
る干ばつなどの自然災害に対して
抵抗力がないようです。訪れたど

の村でも、自分たちではどうにも
できないので、助けに来てほしい
という態度がほとんどでした。

希望を見つめるリーダー

　そんな中、ある村を訪れた時、
「ここは素晴らしい農地です」と
いう言葉を聞きました。この村に
は水不足という問題が他の村々と
同様にあったのですが、それでも
その発言をされたリーダーは、積
極的に農業に関する新しい情報を
外から得て、村の人々とともに今
の状態を改善していこうとして
いました。いろいろな果樹を植

え、さらに新しい井
戸を掘ろうとしてい
るということです。
この井戸を利用する
ことで、雨の降らな
い乾季でも農作物を
作れるようになるの
です。このリーダー
は、村の農地に希望
を見ているのだと思
わされました。

　さらに別の村の、あるお宅をお
邪魔した時には、見たことのない
たくさんの植物と健康な家畜が整
然と管理されている光景を目にし
ました。家畜はどれも毛並みが良
く太っていて、糞尿はきれいに掃
除されていました。菜園にはハー

ブや野菜が植えられ、その中央に
は木陰ができる大きな木が生えて
いました。そのお宅で話を伺った
のは、20年もの間難病に苦しむ
夫を支えている奥さんです。この
家の光景は、まるで奥さんの心の
豊かさを表しているようでした。

持てる資源をどう生かすか

　ミレットに加え、果樹や野菜な
ど多種多様な作物を植えること
で、年間を通した農作物の生産が
でき、食や収入源の多様化につな
がります。さらに、生産活動で出
た作物残渣

さ

は有機物として土を肥
やす役目も果たしてくれるでしょ
う。今回出会った二人の取り組み
は、工夫次第で自然災害にも屈し
ない方法があることを示唆してい
ます。
　それを可能にするのは、自分の
持てる資源を利用してどうにかし
ようという積極的な態度で動き出
す人たちで、そういう人たちが
徐々に周りに影響を与え「どうに
もできない」と思われそうな環
境、地域を変えていくのだと思わ
されます。
　ハンガーゼロの活動は、この様
な人たちを励まし、助けを待つの
でなく地域全体が自立できるよう
にお手伝いさせていただくことで
す。

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　フィルバート・カリサ牧師は、
ルワンダ人難民として隣国のブ
ルンジで生まれ、18歳まで難民
キャンプで過ごしました。当時難
民キャンプでは、子どもの80％
が栄養失調で命を落とし、２日間
水もなく過ごすこともあったとい
うことです。

目の前の現実に愕然…

　1995年に初めてルワンダを訪
れ、国籍とパスポートを与えられ
ましたが、その時目の当たりに
したのは、100日足らずのうちに
100万人以上が殺されるというツ
チ族に対する大虐殺(1994年)の
爪あとでした。1989年には聖公
会の牧師となっていましたので、
ルワンダ人の間にあった分裂に対
して教会が反対もせず、闘う事も
せず、正当性を問うこともしな
かったということに愕然としまし
た。
　そして「自ら和解と平和構築の
ために働け」という神からの命令
を受け、1996年に「REACH」
という団体を設立、ルワンダで癒
し、和解、平和、持続可能な開発
を進める活動を始めたのです。
　REACHとは、Reconciliation 
(和解)、Evangelism(福音)、
And（そして）､Christian（ク
リスチャン）のHealing（癒し）

の略です。
　被害者は、愛する者を失った苦
しみや自らが負った傷に対するト
ラウマ、孤独、希望がないなどの
状況と闘っています。一方加害者
は、家族がしてしまったことに
よって身内としてコミュニティー
に受け入れられない悔しさを抱え
るなど、双方が痛みをもって苦し
んでいます。

心的外傷のリハビリ

　REACHでは、加害者と被害者
が共に集い、1994年にこの国と
自分の身に何が起こったのかを話
して辛い体験を分かち合う場を提
供する一方、争いの根本的原因を
さぐるワークショップ、また自分
自身を大切にすること、隣人との
和解の原理について学ぶセミナー
などを通して心的外傷のリハビリ
を行っています。
　また、和解後互いの関係を深め
るためにグループを作ってもら
い、グループが
小規模プロジェ
クトを立案しそ
れを管理できる
スキルを身に付
けられるように
手助けをして、
自 転 車 の タ ク
シーやユーカリ

石鹸、バスケット作りなどが始め
られています。そのほか被害者の
ために加害者が家を建てたり、ス
ポーツや音楽を通して和解を促進
したりするプログラムも行われて
います。

世界中に広がるように

　REACHでは、プログラムに参
加した人たちに、自分だけではな
く周りの人たちにも変革を進める
ように促し、この和解と癒しの活
動が世界中に広がることを願って
います。
　カリサ牧師は最後に、「日本で
は今紛争が起こっていないから平
和であるとはいえません。あなた
の心の中には本当の平和がありま
すか？あなたに平和がなければ
隣人にも平和がありません。ルワ
ンダだけではなく、世界の平和の
ためにもお祈りください」と結ば
れました。

（食料デー奈良大会での講演から抜粋）
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●ハンガーゼロ・サポーターのお申し込みは、最終頁の申込み欄又はウエブサイトから。クレジットも利用可能です。

ハンガーゼロの世界を目指して…平和と飢餓

世界食料デー

ここは素晴らしい農地です！
元海外駐在員　河合朝子ニジェール報告

■ 特別講演 ■　ルワンダ・REACH代表　フィルバート・カリサ牧師

2012
World Food Day

報告

あなたには平和がありますか？
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食料デー奈良大会での講演の様子



　550 世 帯 が 暮
らすこの地区の
主な仕事は、ココ
ナッツ栽培です。

ほとんどが小作農家のため収穫の
６割は地主のものになります。し
たがって収入は極めて低く、村の
200 世帯が貧困家庭、そのうち
50 世帯は日々の食事にも困る生
活をしています。
　半分以上の家はヤシの葉などの
簡易な造りのため、台風や洪水が
発生すると容易に壊れてしまいま

す。生活用水はバイク等で遠くに
汲みに行かなければなりません。
トイレはほとんどありません。
　この地区には保育所と公立小学
校がありますが、高校は 1.5㎞離
れています。学齢期の子どもおよ
そ 750 名のうち、30％程度が、
教育費の工面が難しいため通学し
ていません。

　320 世 帯 が 暮
らすスラの人々
の主な仕事は漁
業 で す。 ６ ヵ 月

にわたる雨期にはほとんど魚が獲
れず、雨期以外でも漁獲量によっ
て収入が左右されるので、生活は
常に不安定です。240 世帯が貧
困家庭、そのうち 190 世帯が日々
の食事にも困る生活をしていま
す。
　生活用水は周辺の井戸を利用し
ますが、飲料水は買わなければな

りません。トイレ設備のある家は
まれで、家庭ごみも穴を掘って埋
めており衛生面の改善が必要で
す。島内の公立小学校には学齢期
の子どものほとんどが通学してい
ます。働かなければいけないけれ
ども島内には仕事がないといっ
た、他の選択肢がないという理由
で就学率が高いのですが、今ある
公的補助が終了すれば教育費の工
面が困難になり、通学者の激減が
予想されます。高校に行くには近
隣の島へ渡る必要があり交通費が
かさむため、通学者は 73 人に留
まっています。
 このようにマトノグとスラの
人々は、厳しい毎日の中で生活が
改善されることを強く願っていま
す。人々が貧困の悪循環から抜け
出すためには皆さまのご支援が必
要です。
　ぜひ、チャイルドサポーターと
してご協力をお願いいたします。

　今年 5 月下旬、2 つの村を訪問
しました。

★マトノグの子どもの課題★

　「こんにちは！」と手を振ると、
たいていの人たちがにこにこと手
を振って挨拶をしてくれました。

「とても明るい感じの村だなぁ」
という印象を受けました。最初に
訪問したロドラさんは 49 歳の元
気なお母さん。ご主人は建築現場
の日雇い（不定期）が仕事で高校
生の娘 1 人と小学校の娘 2 人が
います。「この地域の主食は米、
豆類、カボチャ。日干し魚も食べ
るけれど、ジャガイモやキャッサ
バだけの時も多いの。ご飯に塩だ
けをかけて食べる日もあるのよ」
と話してくれました。この地域で
は子どもたちの栄養改善が大きな

課題の一つです。
　また“子どもたちが、生活難の
ために高校進学を断念したり中退
したりして、首都マニラなどの都
市へ働きに行ったあと音信不通に
なった、また数年後に自殺した”
など悲しい現実も話してくれまし
た。「子どもたちが十分な教育を
受け、自分たちの地域で十分な収
入・安定した生活ができるように
なりたい！」というのが人々の切
実な願いです。

★スラの人々の心の葛藤★

　38 歳のメイリンさんを訪ねま
したが、木の葉の屋根、6 畳ほど
の一間に 11 人が暮らしていまし
た。漁師のご主人と7人の子ども、
孫 1 人と彼女の弟が同居してい
ます。20 歳の息子の嫁は現在マ
ニラで働いています。上の 3 人
の子どもたちはみな高校 1 年で
中退しました。通学のボート代や
昼食費を工面できなかったからで
す。スラの何人かの人たちに「自
分たちの地域で誇れることを３つ
あげて下さい」という質問をしま
したが、ほとんど答えられる人が
いなかったことに私自身たいへん

驚くと共に、様々なことを考えさ
せられました。
　自分たちの地域に関して、全く
と言ってよいほど良い点、誇りと
する点を見出せない、漁にしか生
活の糧を得る道が見いだせず、子
どもを高校まで卒業させることも
あきらめざるを得ない、村全体が
将来を変えるための具体的な方策
を探しあぐね
て苦しんでい
る…。子ども
を含め村人の
セルフイメー
ジがとても低
いことを感じました。
　スラの親の願いも、マトノグと
同様「子どものより良い将来のた
めに、ぜひ高校を卒業してほしい。
健康に過ごし、卒業後には仕事を
得てしっかりした家庭を持つよう
になってほしい」ということです。
スラとマトノグに暮らす一人一人
が神様から与えられている潜在能
力に気づき、それを伸ばし、将来
にビジョンと希望をもって歩める
ようになるためには、皆さまの愛
の支援が必要です。ご協力をよろ
しくお願いいたします！
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世界里親会は、フィリピン・ルソン島の南西に位置するビコール地域で2013年1月、教育支援活動を始めます

チャイルド
サポーター
新規募集

農村
マトノグ
里子数
200人

漁村
ス　ラ
里子数
50人

現地を訪問して
小西小百合
（海外駐在員）

２
５
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が

サ
ポ
ー
タ
ー
を
待
っ
て
い
ま
す
。

●チャイルド・サポーターは、里子一人につき毎月 4,000 円。ウエブサイトからのお申し込みの場合は、クレジットカードもご利用になれます。資料請求は最終面から。大阪事務所　世界里親会 Tel.072(920)2225

ビコール地域ルソン島

ミンドロ島

パラワン島

サマール島

レイテ島

セブ島

ボホール島
ネグロス島

パナイ島

ミンダナオ島

●マニラ

フィリピン

マトノグ
ス　ラ

首都マニラから330㎞
空路と陸路で約４時間

マトノグの地域リーダーとともに、中央に小西小百合

漁業で生計を立てているスラ

支援地区の暮らしの現状
●マトノグ地区
主な仕事…ココナッツ栽培（小作農民）
収入…1,700〜2,300ペソ（3,500〜
5,000円）一般フィリピン人の３分の１
住環境…住居はヤシの葉を使う簡易住宅、
生活用水は近隣に汲みにいく。
●スラ地区
主な仕事…漁業、渡し船
収入…0〜2,000ペソ（0〜4,000円）
住環境…住居はヤシの葉を使う簡易住宅、
生活用水は近隣に汲みにいく。飲料水は購
入する。
※ビコール地域は、フィリピンの貧困レベ
ルでも最も貧しく、中でもマトノグ、スラ
地区は特に貧しい。



　２年前に僕はJIFH
の友だちを通して浜松
で ウ ガ ン ダ の 孤 児 、
「ワトト」のコンサー
トに行きました。それ
がきっかけでアフリカ
のことを初めて知り、
すごく衝撃をうけまし
た。それから僕に何が
出来るかずっと考えて
いました。
　2011年３月11日、
東日本大震災が起きま
した。その時、僕の体
はすぐに動き、去年の４月１日か
ら今までJIFHを通して南三陸町
でのボランティア活動を続けてい
ます。そんな中、今年の５月末に
ワトトクワイアが南三陸にきてく
れました。
　僕は２年ぶりにワトトの子ども
たちに会えただけでなく裏方で働
く事も出来ました。その時JIFH
の清家さんに、アフリカに行きた

いなぁ〜と言うと、“今度８月に
ワークキャンプがあるから行こう
や”と言っていただきました。

やっと夢が叶いました

　ウガンダのナマスンビという村
へ行ったのですが、ウガンダ全体
がとにかくすごく貧しい国でびっ
くりしました。でも彼らにとって
はこの生活が当たり前なんだと知
り、自分が恵まれていることに気
付かされました。
　一方で、すごくうらやましく
思った事がありました。子どもた
ちは僕たちの持っているものを珍
しがったり欲しがったりしました
が、僕からすれば何も邪魔するも
のが無く、すぐ神様に繋がれる環

境をうらやましく思った
のです。
　僕たちはたくさんの物
に囲まれすぎているなと
感じました。
　子どもどもたちの目は
みんなキラキラしていま
した。ほんの小さな事で
も喜んでくれて感謝して
くれて、すごく心が痛く
なりました。

東北の10年後を思う

僕は南三陸でこの先どう
していこうか悩んでいました。今
回のワークキャンプチームで大阪
の私立高校教師と会いました。彼
女が20年前からいろんな子ども
たちの里親をしていて、子どもた
ちの成長を心から喜んでいる様子
にすごく感動しました。
　そして今、南三陸にいる子ども
たちの10年後ってどうなってい
るんだろう、この子たちの10年
後を見てみたいなと思いました。
10年後、クリスチャンセンター
に来ている子どもたちが、地域の
リーダーになってこの町を良くし
ていけるならどんなに素晴らしい
ことか。僕はこれからも、様々な
かたちで、この町の人々の復興の
応援させていただきたいと願って
います。

　まず、私たち家族に今日まで里
子支援をさせてくださっている神
様に 感謝と賛美をいたします。
　初めて支援させていただいたの
はかれこれ15年前になります。
この間に３人のかわいい里子ちゃ
んに出会うことができました。
　最初に出会った里子ちゃんは 
フィリピンに住む少女でした。
主人が2000年にニューセンチュ
リー教会で行われたオープン記念
式典に伺ったとき、その少女と教
会から熱い歓迎を受けたことは楽
しい思い出になりました。

　次に出会った私たちの里子ちゃ
んは、やはりフィリピンに住むま
だ幼い男の子でした。同い年とい
うことで、次男の喜び様といった
ら大変なものでした。毎晩寝る前
には、彼がお腹を空かせないよう
に祈っていました。またクリスマ
スには、カードと一緒に「折り紙
のお人形も贈りたい！」と張り
切って作っていました。少し不気
味な（息子よ、ゴメンナサイ！）
お人形でしたが、きっと気持ちは
伝わったと思います。

　 そ し て 現 在
は、ケニヤに住
む少年の支援を
させていただい
ています。
　楽しい思い出
もたくさんあり
ま す が 、 里 子
ちゃんたちの背
景は、厳しいも
の が あ り ま し
た。複雑な家族

構成、社会事情など…。
　改めて自分の知っている世界の
狭さ、持っている常識の偏りも示
された気がします。そんな私の知
恵や力では何もできないからこ
そ、JIFHの働きに賛同させてい
ただけることに感謝を覚えます。
なにより、現地に赴いて働いてく
ださる方、また国内で私たちと子
どもたちのコーディネートをして
くださっている方、また私たちの
ように微力ながらも支援させてい
ただく者、それぞれの働きを神様
が用いて下さり喜んでくださって
いることにも感謝です。
　実はこの15年のうち、数ヵ月
だけ支援をお休みせざるを得ない
時がありました。しかしまた再開

出来た時、「私たちが里子ちゃん
を支援している」のではなく、
「神様が支援させてくださってい
る」ことを覚えました。また私た
ちの支援は、彼らの空腹を満たす
ためだけでなく、彼らの未来の一
端を担わせていただいていると思
うと、ワクワクしますが責任も感
じます。彼らの心にいつも、いつ
までも神様の光があるように祈り
で支えていきたいと思っていま
す。
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南條さんはプロのミュージシャンでもある

ナマスンビ村の子どもと遊ぶ南條さん㊨

ケニアの里子が学んでいるシープケア学校
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●東日本緊急支援募金にご協力を　郵便振替 00170-9-68590 日本国際飢餓対策機構　記入欄に ｢東北地震｣ と明記

東北ボランティア・南條吉輝のウガンダ・ワークキャンプ体験記

南三陸の子どもたちの成長を見守りたい

佐々木真喜子さん
（奈良県香芝市）
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●チャイルド・サポーターのお申し込み・お問い合わせは、大阪事務所　世界里親会 Tel.072(920)2225（吉本、山田）

現在の里子ムランディ君


